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先月の振り返り: 9月のドル円相場は144円半ば～149円後半で推移。月初の米雇用統計発表後にはド
ル売りで反応したものの、ISM製造業景況指数の上振れでドルは買い戻された。さらに植田総裁の発
言を金融緩和修正思惑と受け止められ円高に振れたが、予想より強い米CPI発表で再びドル買いとな
るなど、ドル高基調は続いた。月中にかけては主要国の金融イベントを控えて小動きとなったが、
米FOMCでは年内にあと1回利上げ見通しとなり、利上げ状態の長期化が見込まれることからドル全面

高となり、その後の日銀金融政策も据え置きとなったことも円安ドル高を後押しした。月末にかけ

て政府・日銀の円安けん制発言もあったが、日米金利差を意識した円売りドル買いが続き、約1年ぶ

りの150円が目前となった。
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　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　米ＧＤＰ速報値

　日銀金融政策決定会合

今後の展開: 10月に入りドル円は心理的節目の150円を突破した。ただ、わずか数分

で3円近く円高に振れる荒い動きを見ると為替介入が行われた可能性が高い。仮にド

ル円が再び150円を突破しても昨年の円安水準である151円95銭が意識されている事を

踏まえると、再度為替介入が実施される可能性はあるだろう。しかし、力強い米経済

指標がドル高を後押していることから円安ドル高基調が大きく転換する可能性は低

く、短期的には日米金利差を意識した動きと為替介入を警戒した攻防が予想されるた

め、中長期のポジション構築は控えておきたいところだ。

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
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